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「お前たちの体から石の心を取り除き、肉の心を与える。」（エゼキエル 36:26） 
司祭 フランシス 下条

しもじょう

 裕
ひろ

章
あき

わたしの好きな詩に「ちびっ子どもがすき」（※）

という一編があります。50 年ほど前にフランスで

活躍された、ミシェル・クオストというローマ・

カトリック教会の司祭さんが書かれたその詩を

紹介したいと思います。その書き出しはこうなっ

ています。 

「神さまはおっしゃる、わたしはちびっ子ども
がすきだ、と 
みんなもあんなになってほしい、と 
ちびっ子のようになれないおとな

は、だいきらいだ、と 
わたしの国には子どもしかはいっ

てもらいたくない、と 
そんなことは世のはじめから決定

されていた、とおっしゃる。」 

お察しの通り、マルコによる福音

書 10章「子供を祝福する」場面にち

なんでよまれた作品です。そして続

けて、 

「子どもといっても、体の曲がったのやら、ふ
んずけられたのや しわのよったのや、白いひげ
のはえたのやら いろいろいるが、こどもにはか
わりはない 
その点では変更なしだ、もう決定している 
子ども以外は天国にはいる余地はもうない。」 
彼は、社会の中に生きる人びと、ことに労働者

と呼ばれた人びととその暮らしを見つめ、身近な

出来事を詩に描き、教会が彼らとともに生きるも

のとなるように祈り求め続けました。そしてこの

詩では子どもという表現のなかで、わたしたちの

内に宿る神の似姿、共に在るキリストの心を描き

出そうとします。神の国にふさわしいものの姿、

それは完成された美しさではなく、育ち盛りの不

確かさの中にある。それはまた過ちを犯さない正

しさではなく、過ちを見つめて正そうと努力を重

ねる姿の中にあるといいます。神の国にふさわし

い者は、子どものように澄んだまなざし、生き生

きとした目の輝きを持っていると、その詩は訴え

ます。輝きを宿す目、すなわち、いきいきとした

好奇心をあなたは持ち続けていますか、と問うて

いるのです。この好奇心＝今を共に生きている人

間や社会に向けて、心ひらかれていることが、と

ても大切なのです。 

わたしたちは生きています。そして何らかのき

っかけがあってキリスト信仰に触れ、

教会に関わっています。もしかした

ら、中には長く信仰生活を送ってい

ても、心穏やかに安心して暮らせる

ような日が来ないと、嘆いていらっ

しゃる方があるかもしれません。で

もそれは、もしかしたら本当は素敵

なことかもしれません。もちろんキ

リスト者は、不安な生活や不幸を求

めるべきだと言っているわけではあ

りません。そうではなくて、心騒がす波風が、好

奇心から、わたしたちを取り巻く人や社会とのか

かわりから生起するのだとするなら、それは不信

仰の故ではなく、信仰による目、神の似姿による

輝き、人びとに向けてひらかれた、生き生きとし

た心が備えられていることの「しるし」なのかも

しれません。そして、平穏かどうか、安心安全で

いられるかどうかに関わらず、健康な時も病気の

時も、豊かな時も貧しい時も、幸いにも災いにも

かかわらず、どんな時も神さまが共にいてくださ

る。この世を見つめ、関わり、愛してくださる神

さまとともにあるということを喜びと感じ、日々

の出来事に直面しつつ、神さまの前に子どものよ

うに心躍らせ驚くことができるわたしたちで

ありたいと願っています。 ＜３ページへ続く＞ 
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よ
う
に
な
っ
た
。
王
位
を
争
う
内
乱
と
な

っ
た
「
ば
ら
戦
争
」
に
勝
利
し
て
成
立
し

た
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
は

未
だ
浅
く
、
正
統
性
に
つ
い
て
の
疑
義
も

提
起
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
王
位
継
承
権

を
主
張
す
る
他
の
貴
族
の
存
在
は
潜
在
的

な
脅
威
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
は
女
王
の
統
治
下
で
安
穏
で
あ
る
の
は

困
難
と
彼
は
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

す
で
に
年
を
重
ね
て
こ
れ
以
上
の
妊
娠
が

難
し
く
な
っ
た
キ
ャ
サ
リ
ン
と
離
婚
し
、

男
児
を
も
う
け
る
た
め
に
別
の
女
性
を
王

妃
に
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
彼
の
個
人
的
な
希
望
に
と
ど
ま
ら

ず
、
王
家
を
安
定
的
に
継
続
す
る
こ
と
が

国
の
安
定
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。 

一
方
、
キ
ャ
サ
リ
ン
と
の
関
係
が
冷
え

た
ヘ
ン
リ
ー
は
多
く
の
愛
人
を
持
ち
、
子

も
も
う
け
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
一

人
が
、
キ
ャ
サ
リ
ン
の
侍
女
で
あ
っ
た
メ

ア
リ
ー
・
ブ
ー
リ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
メ

ア
リ
ー
・
ブ
ー
リ
ン
の
妹
ア
ン
・
ブ
ー
リ

ン
も
同
じ
く
キ
ャ
サ
リ
ン
の
侍
女
で
あ
っ

た
が
、
ヘ
ン
リ
ー
は
彼
女
に
も
愛
人
と
な

る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
ア
ン
は
こ
れ
を

拒
絶
し
、
正
式
な
結
婚
を
要
求
し
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ヘ
ン
リ
ー
は
キ

ャ
サ
リ
ン
と
離
婚
し
、
ア
ン
を
新
し
い
王

妃
と
す
る
こ
と
を
考
え
て
、
一
五
二
七
年

教
皇
に
結
婚
解
消
を
願
い
出
た
。 

 
 

◆
結
婚
無
効
宣
言
と 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
独
立 

も
と
も
と
、
キ
ャ
サ
リ
ン
と
の
結
婚
は

宗
教
的
に
瑕
疵
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
教
皇
よ
り
特
別
な
赦
免

を
得
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
今

回
は
こ
の
逆
で
、「
も
と
も
と
こ
の
結
婚
は

無
効
で
あ
っ
た
」
と
い
う
形
で
こ
の
結
婚

許
可
の
取
り
消
し
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇

帝
カ
ー
ル
五
世
は
キ
ャ
サ
リ
ン
の
甥
に
当

た
り
、
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
は
政
治
的

に
彼
に
頭
が
上
が
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た

の
で
、
こ
の
離
婚
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
教
皇
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
こ
の
問
題
を
審
議
す
る
教
皇
特
使

法
廷
を
開
催
す
る
こ
と
に
は
同
意
し
た
が
、

こ
の
法
廷
も
審
議
未
了
の
ま
ま
閉
廷
さ
れ
、

こ
の
方
面
か
ら
離
婚
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
ヘ
ン
リ
ー
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
議
会
の
立
法
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す

る
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
。 

教
皇
と
の
交
渉
に
失
敗
し
た
ト
マ
ス
・

ウ
ル
ジ
ー
は
失
脚
し
、
代
わ
っ
て
ト
マ

ス
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
台
頭
す
る
中
、
反

ロ
ー
マ
的
法
が
矢
継
ぎ
早
に
成
立
し
て
い

く
。
一
五
三
三
年
、
上
訴
禁
止
法
に
よ
り

遺
言
・
結
婚
・
離
婚
訴
訟
等
が
国
王
司
法

管
轄
権
内
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
命
じ
ら

れ
、
教
皇
座
・
外
国
法
廷
か
ら
の
召
喚
，

ま
た
そ
れ
ら
へ
の
上
訴
を
禁
止
し
て
、
国

王
離
婚
問
題
を
国
内
で
処
理
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
法
は
、
国

王
に
よ
る
聖
俗
を
問
わ
な
い
一
元
的
支
配

を
明
示
し
、
加
え
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
主

権
国
家
と
し
て
の
「
帝
国
」
で
あ
る
こ
と

を
宣
言
し
て
、
教
皇
か
ら
の
独
立
が
主
張

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
翌
年
の
国
王
至
上

法
（
首
長
令
）
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
教
会
（
国
教
会
）
は
ロ
ー
マ
教
会
よ
り

離
脱
し
て
独
立
の
教
会
と
な
っ
た
。 

こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
国
王
が
自
ら
の

離
婚
問
題
を
意
に
適
う
よ
う
に
処
理
す
る

た
め
抜
擢
し
た
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
ト

マ
ス
・
ク
ラ
ン
マ
ー
は
、
一
五
三
三
年
、

ヘ
ン
リ
ー
と
キ
ャ
サ
リ
ン
の
結
婚
無
効
を

宣
言
し
、
続
い
て
す
で
に
事
実
上
の
結
婚

状
態
に
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
と
ア
ン
・
ブ
ー

リ
ン
の
結
婚
を
有
効
と
し
た
。 

（
以
下
、
次
号
へ
続
く
） 

 

※
こ
の
原
稿
は
、
市
原
司
祭
が
立
教
池
袋
中

高
の
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
』
２
０
１
５
年
３
月
号

(

第
１
３
６
号)

に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
を
、
ご

自
身
で
改
稿
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。 

＜巻頭言より＞ 

先ほどの詩は次のように結ばれます。 

「だけどかれらの目がどろんとしていることほど悲しいことはない 

窓があいていても人気のない家のように 

目が二つひらいていても光がない 

わたしは悲しくなって戸口に立ち、寒さにふるえてノックする 

わたしはその中にはいってみたい 

（中略） 

 ハレルヤ、ハレルヤ、ちびっ子の老人どもよ 

みんなあけろ、わたしだ、きみたちの主人だ、よみがえった永遠者だ 

きみたちの幼心をよみがえらせよう、いそげ今だ 

きみたちにもう一度美しい顔とつぶらな瞳をあげよう 

わたしはちびっ子どもがすきなんだ、みんなそうなってほしいのだ。」 
※「神に聴くすべを知っているなら」日本基督教団出版局（1972）より 

 




